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１．美しい相馬の海と山とを、うたいつぐふるさ
　　とのうたと共に、あすのくらしにのこそう。
１．報徳の訓えに心をはげまし、うまずたゆまず
　　豊かな相馬をきずこう。
１．ふるきをたずね、新しい相馬のまちづくりに
　　一人一人の力をかたむけよう。

お知らせ版

　広報そうま　H25．4．151

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
身
の
回
り
の

空
間
線
量
率
の
測
定
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
市
で
所
有
す
る

簡
易
型
放
射
線
測
定
器
を
貸
し
出

し
ま
す
。
貸
出
期
間
は
、
貸
出
日

を
含
め
て
８
日
以
内
で
す
。

　
借
用
を
希
望
す
る
方
は
、
運
転

免
許
証
な
ど
、
顔
写
真
付
き
の
本

人
を
確
認
で
き
る
書
類
を
持
参
の

う
え
、
所
定
の
事
項
を
記
載
し
た

借
用
申
請
書
を
放
射
能
対
策
室
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
様
式
は
、
放
射
能
対
策

室
窓
口
で
配
布
し
て
お
り
、
ま
た

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　
放
射
能
対
策

室
（
☎
37
２
２
７
０
）

区
長
が
交
代
し
ま
し
た

　
４
月
１
日
付
け
で
、
次
の
と
お

り
区
長
の
交
代
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
磯
部
地
区
第
６
行
政
区

旧
　
鈴
木
陽
一
さ
ん（
在
職
９
年
）

新
　
佐
藤
正
憲
さ
ん
（
☎
26
８
８

７
５
）

▽
玉
野
地
区
第
２
行
政
区

旧
　
木
幡
由
享
さ
ん
（
在
職
10
年

11
月
）

新
　
高
玉
武
志
さ
ん
（
☎
34
２
３

０
２
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
（
☎

37
２
１
２
０
）

放射線測定器
の貸出し

　
市
で
は
市
内
の
小
学
校
な
ど
を

利
用
し
て
「
放
課
後
子
ど
も
教

室
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
こ
の

教
室
は
、
地
域
の
大
人
が
放
課
後

の
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
を
見
守
る

こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
や
豊
か
な
心
を
育
む
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
資
格
や
経
験
の
有
無
、
年
齢
制

限
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
願
い

ま
す
。

●
曜
日
時
間

　
子
ど
も
た
ち
の
放

課
後
（
月
〜
土
の
週
１
〜
３
程
度
、

14
時
〜
16
時
位
ま
で
）

●
場
所

　
市
内
の
各
小
学
校
な
ど

（
大
野
小
、
磯
部
小
を
除
く
）

●
対
象
児
童

　
各
学
校
に
よ
り
異

な
り
ま
す
が
低
学
年
が
中
心
で
す
。

●
開
設
期
間

　
５
月
の
連
休
明
け

〜
翌
年
２
月
末
位
ま
で

●
ス
タ
ッ
フ
の
役
割

　
子
ど
も
た

ち
が
、
安
全
に
安
心
し
て
遊
べ
る

よ
う
に
見
守
る
こ
と
が
役
割
で
す
。

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
ん
で

も
ら
え
れ
ば
十
分
で
す
。

●
謝
金

　
わ
ず
か
で
す
が
、
謝
金

を
お
支
払
い
し
ま
す
。

●
そ
の
他

　
教
室
に
よ
り
開
催
曜
日
が
異
な

り
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
間
で
協
力
で

き
る
日
の
調
整
は
可
能
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
と
も
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
：
市
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
（
☎
37
２
１
８

７
）

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」

　
　
　
　
　
　
活
動
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

　広報そうま 4月 1日号 6
ページ掲載の当初予算の紹介
記事で、支出円グラフの公債
費を 33億 7,541 万円と表示
していましたが、正しくは
13億 7,541 万円です。訂正
してお詫びします。　財政課

　広報そうま 4 月 1 日号 2
ページ掲載の「３．放射能対
策、市民の健康管理」項目
内の継続事業で、「18歳未満
者」の外部被ばく線量測定と
表記していましたが、正しく
は「妊婦・中学生以下」です。
訂正してお詫びします。

企画政策課

お詫びと訂正

新
し
く
民
生
委
員
・

児
童
委
員
を
委
嘱

　
磯
部
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委

員
が
新
し
く
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
福
祉
増
進
の
た
め
、
地
区
の

皆
さ
ん
と
の
パ
イ
プ
役
を
務
め
ま

す
。

●
新
任
民
生
委
員
・
児
童
委
員

（
平
成
25
年
3
月
4
日
付
委
嘱
）

▽
担
当
行
政
区

　
磯
部
6
区

▽
氏
名

　
蛯
原

　
健
吉

▽
電
話
番
号
（
☎
０
９
０
―
９
０

３
６
―
１
４
３
８
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
課

（
☎
37
２
２
０
４
）

１．美しい相馬の海と山とを、うたいつぐふるさ
　　とのうたと共に、あすのくらしにのこそう。
１．報徳の訓えに心をはげまし、うまずたゆまず
　　豊かな相馬をきずこう。
１．ふるきをたずね、新しい相馬のまちづくりに
　　一人一人の力をかたむけよう。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
関
す
る
情
報
（
4
月
6
日
時
点
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
市
内
で
も
感
染
の
疑
い
が
あ

る
事
例
が
多
発
し
、
相
双
保
健
所

と
協
議
の
上
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実

施
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す

　

検
査
を
受
け
た
方
の
中
に
は
、

不
要
不
急
の
海
外
旅
行
や
、
県
外

の
深
夜
接
客
業
店
な
ど
へ
の
立
ち

入
り
例
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

で
き
る
だ
け
人
が
集
ま
る
場
所
へ

行
か
な
い
な
ど
不
要
不
急
の
外
出

を
控
え
、
引
き
続
き
、
手
洗
い
や

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
感
染
症
対

策
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

感
染
症
対
策

の
徹
底
を

ホームページは
　 こちらから

　

4
月
8
日
（
水
）
か
ら
、
相
馬

郡
医
師
会
相
馬
支
部
の
協
力
の
も

と
、
臨
時
に
発
熱
外
来
診
察
室
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
発
熱
の
あ
る

方
で
次
に
該
当
す
る
方
は
、
必
ず

予
約
の
上
、
受
診
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

の
検
査
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
︒

●
対
象
者　

次
の
全
て
に
該
当
す

る
方

▽
３
７
・
５
度
以
上
の
発
熱
の
あ

る
高
校
生
以
上
の
方

▽
相
馬
市
、
新
地
町
に
居
住
ま
た

は
勤
務
す
る
方

※
右
記
に
該
当
す
る
方
以
外
は
受

　

診
で
き
ま
せ
ん
。

◎
強
い
だ
る
さ
や
息
苦
し
さ
が
数

日
続
く
な
ど
感
染
が
心
配
な
方

は
、
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
８
０
︱
２
８
０
７
︱

０
４
８
９
）
に
相
談
く
だ
さ
い
。

※
9
時
～
17
時
。

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

●
予
約
方
法　

予
約
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
（
☎
35
５
６
９
９
）
に
電
話
く

だ
さ
い
。

●
予
約
受
付
時
間

▽
9
時
30
分
～
11
時
30
分
▽
12
時

30
分
～
14
時
30
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

●
場
所　

公
立
相
馬
総
合
病
院
地

下
入
口
前
駐
車
場
（
新
沼
坪
ケ
迫

１
４
２
）

※
左
記
の
地
図
を
参
照
。

※
専
用
駐
車
場
に
駐
車
く
だ
さ
い

●
診
療
時
間　

▽
10
時
～
12
時
▽

13
時
～
15
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

●
持
参
物　

▽
健
康
保
険
証
▽
一

時
金
３
、０
０
０
円
（
後
日
、
精

算
し
ま
す
）
▽
公
立
相
馬
総
合
病

院
の
診
察
券（
お
持
ち
の
方
の
み
）

●
留
意
事
項　

▽
来
院
時
は
マ
ス
ク
を
着
用
く
だ

さ
い
。

▽
来
院
は
な
る
べ
く
自
家
用
車
で

お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

▽
発
熱
外
来
に
関
す
る
こ
と
＝
保

健
セ
ン
タ
ー
（
☎
35
４
４
７
７
）

▽
予
防
な
ど
に
関
す
る
こ
と
＝
相

双
保
健
福
祉
事
務
所
（
相
双
保
健

所
）（
☎
26
１
３
２
９
）

※
平
日
8
時
30
分
～
17
時
15
分
。

◎
最
新
の
情
報
を
確
認
く
だ
さ

い
。

発
熱
外
来
診

察
室
の
設
置

。

薬局

Ｐ

●地図

発熱外来
専用駐車場

発熱外来診療室

N

正面玄関

。公立相馬総合病院

集
団
感
染
を
防
ぐ

た
め
に
3
つ
の
密

を
避
け
ま
し
ょ
う

▽
換
気
の
悪
い
密
閉
空
間

▽
多
数
が
集
ま
る
密
集
場
所

▽
間
近
で
会
話
や
発
声
を
す
る
密

接
場
面
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4
月
定
例

人
事
異
動

相
馬
市

　

今
回
の
異
動
は
、
部
長
職
に
7

人
、
参
事
職
に
2
人
、
課
長
職
に

14
人
を
登
用
し
ま
し
た
。
新
規
採

用
は
、
一
般
行
政
職
6
人
、
土
木

技
術
職
1
人
、
電
気
技
術
職
1
人

の
合
わ
せ
て
8
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
退
職
職
員
2
人
を
再

任
用
採
用
し
ま
し
た
。

　

異
動
総
数
は
、

109
件
の
人
事
異

動
と
な
り
ま
し
た
。

※
（　

）
内
は
旧
任
。

︻
部
長
︼

●
市
長
部
局

▽
総
務
部
長
（
企
画
政
策
部
長
）

宇
佐
見
清
▽
企
画
政
策
部
長
（
総

務
課
長
・
地
域
防
災
対
策
室
長
）

阿
部
勝
弘
▽
産
業
部
長
（
農
林
水

産
課
長
）
伊
東
充
幸
▽
相
馬
地
方

広
域
市
町
村
圏
組
合
派
遣
（
相
馬

方
部
衛
生
組
合
派
遣
（
総
務
部
付

部
長
））
紺
野
薫
▽
相
馬
方
部
衛

生
組
合
派
遣
（
相
馬
地
方
広
域
市

町
村
圏
組
合
派
遣
（
総
務
部
付
部

長
））
遠
藤
真
▽
相
馬
方
部
衛
生

組
合
派
遣
（
産
業
部
長
）
中
野
俊

一
▽
相
馬
地
方
広
域
水
道
企
業
団

派
遣
（
相
馬
方
部
衛
生
組
合
派
遣

（
総
務
課
付
課
長
））
齋
藤
秀
浩

︻
参
事
︼

●
市
長
部
局

▽
会
計
管
理
者
・
会
計
課
長
（
保

険
年
金
課
長
）
佐
藤
雄
一
▽
建
設

部
参
事
・
高
速
道
路
推
進
室
長（
東

北
地
方
整
備
局
磐
城
国
道
事
務
所

調
査
課
長
）
蛭
田
健
次

︻
課
長
︼

●
市
長
部
局

▽
総
務
課
長
・
地
域
防
災
対
策
室

長
（
財
政
課
長
）
佐
藤
芳
男
▽
総

務
課
付
課
長
（
相
馬
方
部
衛
生
組

合
派
遣
）（
相
馬
方
部
衛
生
組
合

派
遣
（
総
務
課
付
課
長
補
佐
））

飯
島
正
之
▽
財
政
課
長
（
企
画
政

策
課
長
）渡
邉
学
▽
税
務
課
長（
相

馬
地
方
広
域
水
道
企
業
団
派
遣

（
総
務
課
付
課
長
））
鈴
木
孝
守
▽

企
画
政
策
課
長
（
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
長
）
高
橋
裕
宗
▽
市
民

課
長
（
生
涯
学
習
課
長
補
佐
）
鎌

田
祥
子
▽
保
険
年
金
課
長
（
保
険

年
金
課
長
補
佐
兼
国
民
健
康
保
険

係
長
）
但
野
拓
也
▽
社
会
福
祉
課

長
（
税
務
課
長
）
村
井
智
一
▽
農

林
水
産
課
長
（
商
工
観
光
課
長
）

古
市
浩
次
▽
商
工
観
光
課
長
（
社

会
福
祉
課
長
）
川
崎
陽
一
▽
下
水

道
課
長
（
教
育
委
員
会
総
務
課
長

補
佐
兼
施
設
係
長
）
増
田
克
彦

●
教
育
委
員
会

▽
図
書
館
長
（
市
民
課
長
） 　

 

野

智
子
▽
市
民
会
館
長
（
下
水
道
課

長
）
立
花
康
稔

●
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

▽
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

（
図
書
館
長
）
半
谷
和
宏

︻
課
長
補
佐
︼

●
市
長
部
局

▽
総
務
課
付
課
長
補
佐
（
相
馬
方

部
衛
生
組
合
派
遣
）（
放
射
能
対

策
室
長
補
佐
兼
放
射
能
対
策
係

長
）
田
原
秀
雄
▽
総
務
課
付
課
長

補
佐
（
相
馬
方
部
衛
生
組
合
派

遣
）（
相
馬
方
部
衛
生
組
合
派
遣

（
総
務
課
付
課
長
補
佐
））
佐
藤
広

教
▽
秘
書
課
長
補
佐
（
情
報
政
策

課
主
任
主
査
兼
広
報
広
聴
係
長
）

奥
山
大
▽
保
険
年
金
課
長
補
佐
兼

国
民
健
康
保
険
係
長
（
秘
書
課
長

補
佐
）
三
瓶
雅
之
▽
生
活
環
境
課

長
補
佐
兼
生
活
環
境
係
長
（
磯
部

公
民
館
長
）
佐
々
木
康
一
▽
放
射

能
対
策
室
長
補
佐
兼
放
射
能
対
策

係
長
（
山
上
公
民
館
長
）
木
村
幸

治
▽
社
会
福
祉
課
長
補
佐
兼
保
護

係
長
（
社
会
福
祉
課
長
補
佐
兼
児

童
家
庭
係
長
）
佐
藤
英
樹
▽
健
康

福
祉
課
長
補
佐
兼
高
齢
福
祉
係
長

（
図
書
館
長
補
佐
兼
管
理
係
長
）

松
田
早
苗
▽
農
林
水
産
課
長
補
佐

（
農
林
水
産
課
長
補
佐
兼
水
産
振

興
係
長
）
奈
良
信
寛
▽
農
林
水
産

課
長
補
佐
兼
水
産
振
興
係
長
（
中

央
公
民
館
長
補
佐
兼
指
導
係
長
）

大
谷
和
正

●
教
育
委
員
会

▽
総
務
課
長
補
佐
兼
施
設
係
長

（
建
築
課
長
補
佐
）
中
塚
記
章
▽

中
央
公
民
館
長
補
佐
兼
指
導
係
長

（
玉
野
公
民
館
長
）
小
関
善
之
▽

玉
野
公
民
館
長
（
生
活
環
境
課
長

補
佐
兼
生
活
環
境
係
長
）
天
野
昭

光
▽
図
書
館
長
補
佐
兼
管
理
係
長

（
健
康
福
祉
課
長
補
佐
兼
高
齢
福

祉
係
長
）
牛
安
澤
美
智

︻
課
長
補
佐
相
当
職
︼

●
市
長
部
局

▽
企
画
政
策
課
主
任
主
査
兼
情
報

統
計
係
長
（
企
画
政
策
課
情
報
統

計
係
長
）
齊
藤
浩
司
▽
健
康
福
祉

課
主
任
主
査
兼
障
が
い
福
祉
係
長

（
健
康
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
長
）

但
野
文
枝
▽
商
工
観
光
課
主
任
主

査
兼
観
光
物
産
係
長
（
社
会
福
祉

課
主
任
主
査
兼
保
護
係
長
）
菅
野

正
浩

●
教
育
委
員
会

▽
総
務
課
主
任
主
査
兼
庶
務
係
長

（
商
工
観
光
課
観
光
物
産
係
長
）

阿
部
ひ
ろ
み

【
係
長
︼

●
市
長
部
局

▽
情
報
政
策
課
広
報
広
聴
係
長

（
教
育
委
員
会
総
務
課
庶
務
係
長
）

門
馬
優
樹
▽
社
会
福
祉
課
児
童
家

庭
係
長
（
社
会
福
祉
課
主
査
）
谷

津
田
香
織
▽
会
計
課
出
納
係
長

（
学
校
教
育
課
学
校
保
健
係
長
）

村
井
貴
美
恵

●
教
育
委
員
会

▽
学
校
教
育
課
学
校
保
健
係
長

（
会
計
課
出
納
係
長
）
横
山
祐
子

︻
主
査
︼

●
市
長
部
局

▽
総
務
課
主
査
（
健
康
福
祉
課
主

査
）
遠
藤
朱
美
▽
地
域
防
災
対
策

室
主
査
（
財
政
課
主
査
）
荒
直
之

▽
地
域
防
災
対
策
室
主
査
（
生
涯

学
習
課
主
査
）
森
優
揮
▽
財
政
課

主
査
（
生
活
環
境
課
主
査
）
目
黒

奈
保
子
▽
財
政
課
主
査
（
保
険
年

金
課
主
査
）
酒
井
裕
太
▽
税
務
課

主
査
（
会
計
課
主
査
）
飯
島
道
子

▽
税
務
課
主
査
（
企
画
政
策
課
主

査
）
遠
藤
尚
▽
税
務
課
主
査
（
建

築
課
主
査
）
四
栗
和
人
▽
税
務
課

主
査
（
税
務
課
主
事
）
安
齋
日
向

▽
企
画
政
策
課
主
査
（
税
務
課
主

査
）
佐
藤
佑
真
▽
情
報
政
策
課
主

査
（
情
報
政
策
課
主
事
）
泉
陽
子

▽
市
民
課
主
査
（
税
務
課
主
査
）

齊
藤
真
弓
▽
市
民
課
主
査
（
市
民

課
主
事
）
近
藤
美
緒
▽
市
民
課
主

査
（
市
民
課
主
事
）
上
原
彩
乃
▽

保
険
年
金
課
主
査
（
福
島
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
（
保

険
年
金
課
付
主
査
））
松
本
純
▽

保
険
年
金
課
付
主
査
（
福
島
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
）

（
農
林
水
産
課
主
査
）
渡
部
智
也

▽
保
険
年
金
課
主
査
（
税
務
課
主

査
）
宗
像
由
佳
▽
生
活
環
境
課
主

査
（
学
校
教
育
課
主
査
）
青
田
洋
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▽
事
務
局
長
（
公
立
相
馬
総
合
病

院
総
務
課
長
）
齋
藤
秀
浩
▽
総
務

課
長
（
施
設
課
長
）
荒
嘉
久
▽
施

設
課
長
（
総
務
課
長
補
佐
兼
料
金

係
長
）
鈴
木
智
之
▽
総
務
課
主
幹

（
総
務
課
長
補
佐
）
中
川
健
二
▽

施
設
課
主
任
主
査
兼
給
水
係
長

（
総
務
課
主
任
主
査
兼
収
納
係
長
）

米
倉
利
宗
▽
施
設
課
主
任
主
査
兼

浄
水
係
長
（
施
設
課
主
任
主
査
兼

工
務
係
長
）
渡
部
明
彦
▽
施
設
課

主
任
主
査
兼
工
務
係
長
（
施
設
課

主
任
主
査
兼
管
理
係
長
）
菅
野
幸

明
▽
施
設
課
主
任
主
査
兼
管
理
係

長
（
施
設
課
主
任
主
査
兼
給
水
係

相
馬
地
方
広
域

水
道
企
業
団

子
▽
社
会
福
祉
課
主
査
（
下
水
道

課
主
査
）
但
野
陽
子
▽
社
会
福
祉

課
主
査
（
社
会
福
祉
課
主
事
）
延

山
悠
樹
▽
健
康
福
祉
課
主
査
（
保

険
年
金
課
主
査
）
栗
村
由
賀
利
▽

農
林
水
産
課
主
査（
財
政
課
主
査
）

栗
村
悠
平
▽
都
市
整
備
課
主
査

（
都
市
整
備
課
主
事
）
門
馬
め
ぐ

み
▽
都
市
整
備
課
主
査
（
都
市
整

備
課
主
事
）
野
坂
貴
宏
▽
土
木
課

主
査
（
土
木
課
主
事
）
荒
光
信
▽

土
木
課
主
査
（
土
木
課
技
師
）
森

湧
太
郎
▽
建
築
課
主
査
（
市
民
課

主
査
）打
田
源
▽
建
築
課
主
査（
建

築
課
主
事
）
水
野
雄
飛
▽
下
水
道

課
主
査
（
健
康
福
祉
課
主
査
）
佐

瀨
広
美
▽
会
計
課
主
査
（
市
民
課

主
査
）
髙
橋
圭
子

●
教
育
委
員
会

▽
学
校
教
育
課
主
査
（
社
会
福
祉

課
主
査
）
佐
藤
訓
子
▽
生
涯
学
習

課
主
査
（
農
業
委
員
会
事
務
局
主

査
）
葛
城
聡
子
▽
生
涯
学
習
課
主

査
（
生
涯
学
習
課
主
事
）
星
涼
太

▽
図
書
館
主
査
（
総
務
課
主
査
）

小
倉
康
雅

●
議
会
事
務
局

▽
議
会
事
務
局
主
査
（
健
康
福
祉

課
主
査
）
太
田
光

●
農
業
委
員
会
事
務
局

▽
農
業
委
員
会
事
務
局
主
査
（
議

会
事
務
局
主
査
）
大
河
原
康
平

◆
新
規
採
用

●
市
長
部
局

▽
税
務
課
主
事　

林
亮
汰
▽
市
民

課
主
事　

淺
沼
佑
香
▽
社
会
福
祉

課
主
事　

桑
原
秀
美
▽
健
康
福
祉

課
主
事　

酒
井
祐
太
▽
健
康
福
祉

課
主
事　

久
田
和
典
▽
土
木
課
技

師　

菊
地
啓
佑
▽
建
築
課
技
師　

門
馬
悠
太

●
教
育
委
員
会

▽
生
涯
学
習
課
主
事　

猪
狩
智
子

︻
技
能
労
務
職
︼

●
教
育
委
員
会

▽
中
村
第
一
小
学
校
主
任
調
理
師

（
飯
豊
小
学
校
主
任
調
理
師
）
佐

藤
雅
子
▽
中
村
第
一
小
学
校
主
任

調
理
師
（
大
野
小
学
校
主
任
調
理

師
）
佐
藤
和
幸
▽
中
村
第
二
小
学

校
主
任
調
理
師
（
桜
丘
小
学
校
主

任
調
理
師
）
鴨
田
孝
子
▽
桜
丘
小

学
校
主
任
調
理
師
（
中
村
第
二
小

学
校
主
任
調
理
師
）
吉
内
恵
▽
飯

豊
小
学
校
主
任
調
理
師
（
中
村
第

一
小
学
校
主
任
調
理
師
）
目
黒
文

江
▽
飯
豊
小
学
校
主
任
調
理
師

（
総
務
課
付
主
任
調
理
師
）
高
橋

志
保

◆
退
職
︻
3
月
31
日
付
︼

▽
宮
崎
富
由
（
総
務
部
長
）
▽
齋

藤
典
雄
（
会
計
管
理
者
・
会
計
課

長
）
▽
佐
藤
正
一
（
建
設
部
参
事
・

高
速
道
路
推
進
室
長
）
▽
立
谷
容

正
（
市
民
会
館
長
）
▽
宮
崎
摩
由

子
（
税
務
課
主
査
）
▽
武
澤
英
樹

（
中
村
第
二
中
学
校
主
任
用
務
員
）

◆
再
任
用
採
用

●
教
育
委
員
会

▽
山
上
公
民
館
長　

宮
崎
富
由
▽

磯
部
公
民
館
長　

齋
藤
典
雄

◆
災
害
派
遣
職
員

▽
農
林
水
産
課（
新
潟
県
三
条
市
）

前
山
友
洸
▽
農
林
水
産
課
（
福
井

県
大
野
市
）
宇
野
純
一
▽
農
林
水

産
課
（
愛
媛
県
西
条
市
）
深
澤
優

希
▽
土
木
課
（
東
京
都
稲
城
市
）

菊
池
剛
馬
▽
土
木
課
（
神
奈
川
県

小
田
原
市
）
本
美
大
輔
▽
土
木
課

（
熊
本
県
熊
本
市
）
水
田
哲
朗

長
）
鎌
田
毅
▽
総
務
課
主
任
主
査

兼
料
金
係
長（
施
設
課
浄
水
係
長
）

森
大
輔
▽
施
設
課
主
査
（
施
設
課

技
師
）
小
　
知
樹

◆
退
職
︻
3
月
31
日
付
︼

▽
齊
藤
喜
則
（
事
務
局
長
）

◆
再
任
用
採
用

▽
調
整
専
門
官　

齊
藤
喜
則

◆
相
馬
市
に
派
遣

▽
鈴
木
孝
守
（
総
務
課
長
）

相
馬
方
部
衛
生
組
合

●
事
務
局

▽
事
務
局
長
・
衛
生
セ
ン
タ
ー
所

長（
兼
）光
陽
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

所
長（
兼
）一
里
壇
斎
苑
所
長（
兼
）

有
害
鳥
獣
焼
却
場
長
（
相
馬
市
よ

り
派
遣
）
遠
藤
真
▽
事
務
局
総
務

課
主
査
（
新
地
町
よ
り
派
遣
）
山

田
裕
貴
子
▽
一
里
壇
斎
苑
主
任
火

葬
場
技
師
（
兼
）
事
務
局
総
務
課

清
掃
員
（
一
里
壇
斎
苑
主
任
火
葬

場
技
師
（
兼
）
有
害
鳥
獣
焼
却
場

技
師
）
横
山
嘉
彦
▽
一
里
壇
斎
苑

主
任
火
葬
場
技
師
（
兼
）
事
務
局

総
務
課
清
掃
員
（
一
里
壇
斎
苑
主

任
火
葬
場
技
師
（
兼
）
有
害
鳥
獣

焼
却
場
技
師
）
星
博
之
▽
一
里
壇

斎
苑
主
任
火
葬
場
技
師
（
兼
）
事

務
局
総
務
課
清
掃
員
（
一
里
壇
斎

苑
主
任
火
葬
場
技
師
（
兼
）
有
害

鳥
獣
焼
却
場
技
師
）
鈴
木
貴
之

●
公
立
相
馬
総
合
病
院

▽
副
診
療
部
長
（
兼
）
循
環
器
科

長
（
兼
）
放
射
線
科
長
（
診
療
部

循
環
器
科
長
（
兼
）
放
射
線
科
長
）

安
藤
勝
也
▽
副
診
療
部
長
（
兼
）

小
児
科
長
（
兼
）
検
査
科
長
（
診

療
部
小
児
科
長
）
武
山
彩
▽
事
務

部
長
（
相
馬
市
よ
り
派
遣
）
中
野

俊
一
▽
事
務
部
総
務
課
長
（
事
務

部
総
務
課
長
補
佐
（
兼
）
総
務
係

長
）
飯
島
正
之
▽
事
務
部
医
事
課

長
・
医
事
係
長
（
兼
）
医
療
相
談

係
長
（
事
務
部
総
務
課
主
幹
・
課

長
補
佐
（
兼
）
会
計
係
長
）
佐
久

間
徹
▽
事
務
部
総
務
課
長
補
佐

（
兼
）
総
務
係
長
（
事
務
部
医
事

課
長
補
佐
（
兼
）
医
療
情
報
シ
ス

テ
ム
係
長
）
佐
藤
広
教
▽
事
務
部

総
務
課
長
補
佐
（
兼
）
会
計
係
長

（
事
務
部
総
務
課
管
理
係
長
）
金

田
智
之
▽
事
務
部
医
事
課
長
補
佐

（
兼
）
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
係
長

（
相
馬
市
よ
り
派
遣
）
田
原
秀
雄

▽
事
務
部
総
務
課
管
理
係
長
（
事

務
部
総
務
課
主
査
）
田
原
啓
太
▽

事
務
部
総
務
課
主
査
（
事
務
部
総

務
課
主
事
）
小
島
聡
▽
診
療
部
薬

事
科
主
任
薬
剤
師
（
診
療
部
薬
事

科
副
主
任
薬
剤
師
）
藤
原
美
和
子

▽
診
療
部
検
査
科
主
任
臨
床
検
査

技
師
（
診
療
部
検
査
科
副
主
任
臨

床
検
査
技
師
）
渡
邉
清
彦
▽
診
療

（
定
例
人
事
異
動
次
ペ
ー
ジ
へ
）
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休日にマイナンバーカードの
受け取りができます

下記の日程で、カード交付窓口を開設します。
受け取り希望の方は事前に予約をお願いします。
●開設日　5 月 10 日（日）
●時間　9 時～ 15 時
※個人番号カード交付・電子証明書発行通知書兼照会書
　（はがき）が届いている方が対象となります。
●予約・問い合わせ先　市民課（☎ 37-2138）

児童扶養手当および特別児童扶養手当の手当額が
4 月分から改定されます

3 月分まで 4 月分から

全部支給 42,910 円 43,160 円

一部支給 42,900 円
～ 10,120 円

43,150 円
～ 10,180 円

児童扶養手当額（月額）

3 月分まで 4 月分から

全部支給 10,140 円 10,190 円

一部支給 10,130 円
～ 5,070 円

10,180 円
～ 5,100 円

3 月分まで 4 月分から

全部支給 6,080 円 6,110 円

一部支給 6,070 円
～ 3,040 円

6,100 円
～ 3,060 円

3 月分まで 4 月分から

1 級 52,200 円 52,500 円

2 級 34,770 円 34,970 円

●児童 1 人の場合

●第 2 子の加算額

●第 3 子以降の加算額

特別児童扶養手当額（月額）

●問い合わせ先　
社会福祉課（☎ 37-2204）

部
検
査
科
主
任
臨
床
検
査
技
師

（
診
療
部
検
査
科
副
主
任
臨
床
検

査
技
師
）
佐
藤
範
江
▽
診
療
部
放

射
線
科
副
主
任
診
療
放
射
線
技
師

（
診
療
部
放
射
線
科
診
療
放
射
線

技
師
）
篠
木
悠
紀
▽
看
護
部
師
長

（
看
護
部
主
任
看
護
師
）
藤
原
康

司
▽
看
護
部
主
任
看
護
師
（
看
護

部
副
主
任
看
護
師
）
五
十
嵐
祐
子

▽
看
護
部
主
任
看
護
師
（
看
護
部

副
主
任
看
護
師
）
荒
雅
子
▽
看
護

部
主
任
看
護
師
（
看
護
部
副
主
任

看
護
師
）
紺
野
ゆ
か
り
▽
看
護
部

副
主
任
看
護
師（
看
護
部
看
護
師
）

武
山
祐
佳
里

●
相
馬
方
部
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

▽
看
護
師
（
看
護
部
看
護
師
）
半

谷
洋
子

◆
新
規
採
用

▽
診
療
部
循
環
器
科
長　

阿
部
諭

史
▽
診
療
部
消
化
器
科
長　

栁
田

拓
実
▽
診
療
部
医
師
（
小
児
科
）

鈴
木
真
嘉
▽
診
療
部
医
師
（
消
化

器
科
）　

橋
本
長
一
朗
▽
診
療
部

医
師
（
消
化
器
科
）
清
水
広
▽
診

療
部
医
師
（
初
期
臨
床
研
修
医
）

菊
地
栄
作
▽
診
療
部
検
査
科
臨
床

検
査
技
師　

菅
野
江
美
▽
診
療
部

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
技
師　

本
間
満
有
▽
看
護
部
看
護
師　

安

達
凜
▽
看
護
部
准
看
護
師　

大
槻

ち
ひ
ろ
▽
看
護
部
准
看
護
師　

佐

野
侑
莉
亜
▽
看
護
部
准
看
護
師

安
倍
亜
姫
▽
看
護
部
准
看
護
師　

湊
ま
り
え

◆
退
職
︻
3
月
31
日
付
︼

▽
髙
橋
裕
太
（
副
診
療
部
長
（
兼
）

消
化
器
科
長
（
兼
）
検
査
科
長
）

▽
佐
藤
淳
之
（
事
務
部
長
）
▽
吉

田
恭
一
（
事
務
部
参
事
・
医
事
課

長
・
医
事
係
長
兼
医
療
相
談
係
長
）

▽
塚
田
洋
樹（
診
療
部
小
児
科
長
）

▽
小
橋
亮
一
郎
（
診
療
部
消
化
器

科
長
）
▽
持
丸
友
昭
（
診
療
部
医

師（
消
化
器
科
））▽
中
川
良
太（
診

療
部
医
師
（
初
期
臨
床
研
修
医
））

▽
小
野
﨑
香
澄
（
診
療
部
栄
養
科

副
主
任
管
理
栄
養
士
）
▽
冨
澤
義

志
（
診
療
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科
理
学
療
法
士
）
▽
安
達
か
お

り
（
看
護
部
師
長
）
▽
早
坂
聖
子

（
看
護
部
師
長
）
▽
遠
藤
桂
子
（
看

護
部
主
任
助
産
師
）
▽
渡
部
美
枝

子
（
看
護
部
主
任
看
護
師
）
▽
佐

藤
民
江
（
看
護
部
主
任
看
護
師
）
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西
内
友
紀
恵
（
看
護
部
副
主
任

看
護
師
）
▽
円
谷
錦
枝
（
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護
部
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師
）
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田
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（
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護
部
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護
師
）
▽
小
林
久
美
子
（
看
護

部
看
護
師
）
▽
桃
井
京
子
（
看
護

部
看
護
助
手
）

◆
退
職
︻
再
任
用
・
3
月
31
日
付
︼

▽
黒
　
美
智
也
（
診
療
部
検
査
科

臨
床
検
査
技
師
）

◆
再
任
用
採
用

▽
看
護
部
副
主
任
看
護
師　

安
達

か
お
り
▽
看
護
部
副
主
任
看
護
師

早
坂
聖
子
▽
看
護
部
助
産
師　

遠

藤
桂
子
▽
看
護
部
看
護
師　

佐
藤

民
江
▽
看
護
部
看
護
師　

青
田
徳

子◆
相
馬
市
へ
派
遣

▽
紺
野
薫
（
事
務
局
長
・
衛
生
セ

ン
タ
ー
所
長
（
兼
）
光
陽
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
所
長
（
兼
）
一
里
壇

斎
苑
所
長
（
兼
）
有
害
鳥
獣
焼
却

場
長
）
▽
齋
藤
秀
浩
（
事
務
部
総

務
課
長
）

◆
新
地
町
へ
派
遣

▽
本
田
喜
孝
（
事
務
局
総
務
課
主

査
）

（
定
例
人
事
異
動
続
き
）
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
今

後
見
込
ま
れ
る
医
療
給
付
費
に
見

合
う
保
険
料
収
入
を
確
保
し
、
健

全
な
財
政
運
営
を
維
持
す
る
た

め
、
2
年
ご
と
に
保
険
料
率
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
2
、
3
年
度
の
保
険
料
率

改
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
改
定
内
容　

保
険
料
の
計
算
に

用
い
る
令
和
2
年
度
の
保
険
料
率

は
均
等
割
額
４
３
、
3
０
０
円
、

所
得
割
率
８
・
２
３
％
で
、
前
回

か
ら
引
き
上
げ
と
な
っ
て
い
ま
す

（
平
成
30
、
令
和
元
年
度
保
険
料

率
は
、
均
等
割
額
４
１
、６
０
０

円
、
所
得
割
率
７
・
９
４
％
）

●
保
険
料
の
計
算
方
法

▽
年
間
保
険
料
は
、
被
保
険
者
全

員
が
等
し
く
負
担
す
る
均
等
割
額

と
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る
所
得

割
額
の
合
計
額
と
な
り
、
個
人
ご

と
に
計
算
さ
れ
ま
す
。

▽
年
度
の
途
中
で
加
入
し
た
方
の

保
険
料
は
、
加
入
し
た
月
か
ら
の

月
割
り
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

▽
所
得
の
低
い
世
帯
の
方
は
、
保

険
者
と
世
帯
主
の
所
得
に
応
じ
て

均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※ 1　総所得金額などとは、（公的年金収入－公的年金控除額）、（給与収入－給与所得控除額）、
　　　（事業収入－必要経費）などで、社会保険料控除などの各種所得控除前の金額です。
　　   また、退職所得以外の分離課税の所得金額（土地、建物、株式などの譲渡所得などを特別
　　   控除した後の額）も含まれます。
※ 2　1 年間の保険料の賦課限度額は 64 万円です。（平成 30、令和元年度は 62 万円）

●保険料の計算式

均等割額
43,300 円

所得割額
（総所得金額など－ 33 万円）× 8.23％

　1 年間の保険料
（100 円未満切り捨て）＋ ＝

保
険
料
率
改
定

　

同
一
世
帯
内
の
被
保
険
者
と
世

帯
主
の
総
所
得
金
額
な
ど
の
合
計

額
が
基
準
額
以
下
の
場
合
、
次
の

と
お
り
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。

●
軽
減
割
合
と
要
件
　
左
表
の
と

均
等
割
額
軽
減
措
置

同一世帯内の被保険者と世帯主の
総所得金額等の合計額

軽減割合
令和

元年度
令和

2 年度
令和

3 年度
① 33 万円以下の場合 8.5 割 7.75 割 7 割

②
33 万円以下で、世帯内の全被保険者それぞれの
公的年金収入が 80 万円以下 ( そのほかの各種所
得がない ) の場合

8 割 7 割 7 割

③（33 万円＋ 28.5 万円※×被保険者数）以下の場合
※変更前の額 28 万円。（令和元年度） 5 割 5 割 5 割

④（33 万円＋ 52 万円※×被保険者数）以下の場合
※変更前の額 51 万円。（令和元年度） 2 割 2 割 2 割

お
り

※
65
歳
以
上
（
1
月
1
日
時
点
）

　

の
方
の
公
的
年
金
所
得
は
、
そ

　

の
所
得
か
ら
さ
ら
に
高
齢
者
特

　

別
控
除
15
万
円
を
差
し
引
い
た

　

額
で
判
定
し
て
い
ま
す
。（
専

　

従
者
控
除
お
よ
び
分
離
譲
渡
に

　

お
け
る
特
別
控
除
は
適
用
外
）

●
改
定
内
容

▽
①
に
該
当
す
る
方
は
、
年
金
生

活
者
支
援
給
付
金
の
支
給
対
象
に

な
ら
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
令
和

元
年
度
は
８
・
５
割
軽
減
に
据
え

置
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
2

年
度
か
ら
段
階
的
に
軽
減
割
合
の

見
直
し
を
行
い
、
令
和
2
年
度
は

７
・
７
５
割
軽
減
が
適
用
さ
れ
ま

す
。

▽
②
に
該
当
す
る
方
は
、
令
和
元

年
度
か
ら
段
階
的
に
見
直
し
が
行

わ
れ
、
令
和
2
年
度
以
降
は
7
割

軽
減
と
な
り
ま
す
。

※
②
に
該
当
す
る
方
は
、
年
金
生

　

活
者
支
援
給
付
金
の
支
給
や
介

　

護
保
険
料
の
軽
減
強
化
な
ど
の

　

支
援
策
の
対
象
と
な
る
可
能
性

　

が
あ
り
ま
す
。（
課
税
者
が
同

　

居
し
て
い
る
場
合
は
対
象
外
。

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
方
へ
お
知
ら
せ

●
問
い
合
わ
せ
先　

▽
医
療
制
度
に
関
す
る
こ
と
＝
保

険
年
金
課
（
☎
37
２
１
４
０
）

▽
保
険
料
に
関
す
る
こ
と
＝
税
務

課
（
☎
37
２
１
２
７
）

︻
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
は
︼

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
75

歳
以
上
の
方
お
よ
び
一
定
の
障
が

い
が
あ
る
65
歳
以
上
74
歳
以
下
の

方
が
加
入
で
き
る
医
療
制
度
で
す　

被
保
険
者
が
医
療
機
関
な
ど
で
支

払
う
自
己
負
担
額
を
除
い
た
医
療

費
の
財
源
の
内
訳
は
、
被
保
険
者

（
制
度
加
入
者
）
が
納
め
る
保
険

料
が
約
1
割
、
国
や
県
、
市
町
村

が
負
担
す
る
公
費
が
約
5
割
、
現

役
世
代
か
ら
の
支
援
金
が
約
4
割

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
料
は
被
保
険
者
全
員
が
負

担
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
制
度

加
入
前
ま
で
配
偶
者
や
子
ど
も
な

ど
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
方
も
保
険

料
を
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

※ 1 ※ 2

。

令
和
2
︑
3
年
度

令
和
2
年
度

　

ま
た
、
年
金
生
活
者
支
援
給
付

　

金
の
支
給
額
は
納
付
実
績
な
ど

　

に
応
じ
て
異
な
り
ま
す
）

▽
③
と
④
に
該
当
す
る
方
は
、
所

得
基
準
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

。

。
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市内空間放射線量

施設名 3 月 1 日 4 月 1 日
大野幼稚園 0.078 0.078
飯豊幼稚園 0.083 0.083
八幡幼稚園 0.084 0.068
日立木幼稚園 0.065 0.070
磯部幼稚園 0.053 0.055
山上幼稚園 0.092 0.101
中央児童センター 0.067 0.069
川原町児童センター 0.082 0.074
中村幼稚園 0.064 0.076
中村報徳保育園 0.069 0.053
相馬保育園 0.070 0.068
みなと保育園 0.057 0.054
さくらがおか保育園 0.064 0.071
福島ヤクルト相馬センター保育室 0.064 0.071
のびっこらんど相馬 0.105 0.093
のびっこらんどキララ 0.070 0.071
相馬愛育園 0.085 0.090

　（時間：8 時現在　単位：μ Sv/h） 
  モニタリングポストなどの測定値（市内 68 箇所・文部科学省設置）

●問い合わせ先　放射能対策室（☎ 37-2270）

施設名 3 月 1 日 4 月 1 日
中村第一小学校 0.067 0.080
中村第二小学校 0.070 0.070
桜丘小学校 0.066 0.071
大野小学校 0.074 0.073
飯豊小学校 0.074 0.076
八幡小学校 0.070 0.073
日立木小学校 0.070 0.077
磯部小学校 0.062 0.067
山上小学校 0.091 0.088
旧玉野小学校 0.141 0.149

■幼稚園・保育園・児童施設
（測定の高さ：50 センチメートル）

■小学校（測定の高さ：50 センチメートル）

施設名 3 月 1 日 4 月 1 日
東部公民館 0.047 0.047
大野公民館 0.061 0.046
飯豊公民館 0.053 0.053
山上公民館 0.056 0.055
玉野出張所 0.156 0.154
スポーツアリーナそうま 0.086 0.083
図書館（振興公社振興ビル） 0.079 0.088
総合福祉センター（はまなす館） 0.122 0.132
相馬光陽パークゴルフ場　管理棟 0.085 0.079
相馬光陽サッカー場 0.091 0.107
一般廃棄物埋立処分場 0.070 0.069
道の駅そうま　体験実習館 0.105 0.103
さけふ化場 0.081 0.084
松川浦スポーツセンター 0.108 0.102
相馬地方広域水道企業団 0.069 0.069
富沢公会堂前空き地 0.072 0.073
小倉公会堂 0.081 0.081
蒲庭公会堂 0.078 0.076
東玉野農業研修施設隣 0.083 0.084
副霊山生活改善センター 0.104 0.103

■公共施設など（測定の高さ：1 メートル）
施設名 3 月 1 日 4 月 1 日

相馬高等学校 0.083 0.082
相馬東高等学校 0.095 0.122
相馬看護専門学校 0.091 0.095
旧相馬支援学校 0.112 0.100

■高等学校・専門学校など（測定の高さ：1 メートル）

施設名 3 月 1 日 4 月 1 日
馬陵公園　長友グラウンド 0.099 0.099
塚ノ町緑地 0.081 0.084
大野台公園 0.103 0.104
前沢目公園 0.100 0.080
新町緑地 0.088 0.078
桜ヶ丘東公園 0.082 0.086
高平公園 0.084 0.087
高池前公園 0.088 0.087
刈敷田東公園 0.069 0.075
刈敷田西公園 0.064 0.077
角田公園 0.086 0.071
沖ノ内公園 0.084 0.090

■都市公園（測定の高さ：1 メートル）

※測定機器の状態により欠測となる場合があります。
※モニタリングポストの数値を、1 μ Gy/h ＝ 1 μ Sv/h と換算しています。

施設名 3 月 1 日 4 月 1 日
中村第一中学校 0.082 0.080
中村第二中学校 0.070 0.071
向陽中学校 0.077 0.074
磯部中学校 0.082 0.084
旧玉野中学校 0.129 0.123

■中学校（測定の高さ：1 メートル）
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  光陽クリーンセンターの測定値

施設名 2 月 28 日 3 月 31 日

光陽クリーンセンター 0.07 0.07 

（測定の高さ 1 メートル　単位：μ Sv/h）

線量計所在地 3 月 2 日 4 月 1 日
玉野字副霊山 380 番地の 3 付近 0.208 0.252

玉野字霊山 377 番地の 1 付近 0.254 0.268

玉野字霊山 391 番地付近 0.440 0.404

玉野字霊山 408 番地付近 0.190 0.214

玉野字霊山 14 番地付近 0.242 0.250

旧玉野中学校　校門北 0.196 0.338

旧玉野小学校　校庭南西角 0.162 0.164

玉野字谷地前 7 番地の 2 付近 0.362 0.412

玉野字町頭 3 番地の 1 付近 0.252 0.288

玉野字町 33 番地付近 0.218 0.238

玉野字坂口 34 番地の 3 付近 0.230 0.250

玉野字弥左ェ門沢 33 番地付近 0.252 0.258

玉野字孫左ェ門沢 35 番地付近 0.362 0.338

（測定の高さ：1 メートル　測定機器：日立アロカ TCS-172B　単位：μ Sv/h） 

線量計所在地 3 月 2 日 4 月 1 日
玉野字孫左ェ門沢 84 番地の 1 付近 0.294 0.272

玉野字八竜崎 25 番地の 3 付近 0.204 0.268

東玉野字町 35 番地付近 0.158 0.180

東玉野字町裏 160 番地の 1 付近 0.154 0.170

玉野地区道路等線量測定値

　

従
業
者
4
人
以
上
の
全
て
の
製

造
事
業
所
を
対
象
に
、
6
月
1
日

を
基
準
日
と
し
て
2
0
2
0
年

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
政
府
の
重
要

な
調
査
で
、
統
計
法
に
基
づ
く
報

告
義
務
の
あ
る
基
幹
統
計
調
査
で

す
。

　

調
査
の
結
果
は
、
中
小
企
業
施

策
や
地
域
振
興
な
ど
、
国
や
地
方

公
共
団
体
の
地
域
行
政
施
策
の
重

要
な
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ

れ
ま
す
。

　

調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
理
解

い
た
だ
き
、
回
答
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
調
査
票
に
記
入
い
た
だ
い
た
内

　

容
を
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外

　

に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

　

ん
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
政
策
課　

（
☎
37
２
２
１
８
）

 

２
０
２
０
年

　
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

●
対
象
者　

令
和
元
年
東
日
本
台

風
お
よ
び
10
月
25
日
大
雨
で
被
害

を
受
け
た
住
宅
が
、
罹
災
証
明
書

に
よ
っ
て
半
壊
ま
た
は
大
規
模
半

壊
、
準
半
壊
と
判
定
さ
れ
た
方

※
住
宅
以
外
は
対
象
外
。

●
支
援
内
容　

最
大
59
万
5
千
円

※
市
が
修
理
業
者
へ
支
払
う
額
。

●
申
請
期
限　

4
月
30
日
（
木
）

●
場
所　

市
役
所
２
階
建
築
課

●
時
間　

8
時
30
分
～
17
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

◎
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
先　

建
築
課
（
☎

37
２
１
７
８
）

災
害
救
助
法
に
基
づ
く

　

令
和
元
年
東
日
本
台
風
お
よ
び

10
月
25
日
大
雨
に
よ
り
損
壊
（
半

壊
以
上
）
し
た
家
屋
の
解
体
・
撤

去
を
希
望
す
る
方
で
、
ま
だ
申
請

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
期
限
ま
で

に
申
請
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
限　

4
月
30
日
（
木
）

●
場
所　

市
役
所
2
階
都
市
整
備

課●
時
間　

8
時
30
分
～
17
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

◎
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
先　

都
市
整
備
課　

（
☎
37
２
１
５
９
）

被
災
し
た
家
屋
の

解
体
・
撤
去

。

申
請
期
限
延
長

　福島地方法務局は、被災地区を有する
市町村と連携し、令和元年東日本台風お
よび 10 月 25 日大雨で倒壊などの被害
を受けた建物の滅失登記を登記官の職権
により行います。
●対象　▽自然倒壊（土砂災害などによ
り倒壊または流出）した建物▽市町村に
より公費解体した建物▽個人で自費解体
し費用の償還に該当する建物
※登記記録に付属建物のある建物で、主
　である建物のみまたは付属建物のみを
　解体した場合は、今回の職権滅失登記
　の対象外。
●問い合わせ先　福島地方法務局（☎
024-534-2048）

建物の職権滅失登記

申
請
期
限
延
長

。

住
宅
応
急
修
理

制
度
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市
は
、
市
内
の
木
造
住
宅
の
所

有
者
が
耐
震
診
断
を
希
望
す
る
場

合
、
耐
震
診
断
者
（
耐
震
診
断
を

行
う
建
築
士
な
ど
）
を
派
遣
し
ま

す
。

※
標
準
的
な
木
造
住
宅
の
耐
震
診

　

断
費
用
は
通
常
20
万
円
程
で
す

　

が
、
自
己
負
担
７
、５
０
０
円

　

で
耐
震
診
断
が
で
き
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
建
築
物
　
次
の
要

件
を
全
て
満
た
す
建
物

▽
所
有
者
が
自
ら
居
住
す
る
住
宅

▽
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
戸
建
て
木
造
住
宅

※
店
舗
な
ど
の
用
途
を
兼
ね
る
場

　

合
は
、
住
宅
の
部
分
の
床
面
積

　

が
延
べ
床
面
積
の
2
分
の
1
以

　

上
の
も
の
。

▽
在
来
軸
組
工
法
、
伝
統
的
工
法
、

枠
組
壁
工
法
な
ど
に
よ
る
木
造
3

階
建
て
以
下
の
住
宅

●
対
象
戸
数　

10
戸
（
予
定
）

※
先
着
順
。

●
実
施
時
期　

7
月
以
降

●
申
込
者
の
自
己
負
担
金
　

７
、
５
０
０
円

●
申
し
込
み
方
法　

提
出
書
類
が

あ
り
ま
す
の
で
、
市
役
所
2
階
建

築
課
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
に
必
要
な
物

▽
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着

工
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
資
料

（
確
認
通
知
書
の
写
し
な
ど
）

▽
は
ん
こ

▽
住
宅
平
面
図

　

　
　

〜
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
の
木
造
住
宅
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

耐
震
化
の
た
め
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
〜

　

耐
震
診
断
を
行
っ
た
結
果
、
補

強
計
画
が
耐
震
診
断
者
よ
り
報
告

さ
れ
ま
す
。

　

市
は
、
安
全
性
が
低
い
と
診
断

さ
れ
た
住
宅
を
対
象
に
、
耐
震
改

修
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
戸
数　

2
戸
（
予
定
）

※
先
着
順
。

●
申
し
込
み
方
法　

問
い
合
わ
せ

先
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
補
助
金
額　

▽
一
般
改
修
の
場
合
＝
工
事
費
の

2
分
の
1
か
つ
最
大

100
万
円

▽
段
階
改
修
の
場
合
＝
工
事
費
の

2
分
の
1
か
つ
最
大
60
万
円

●
申
込
期
間
　

4
月
15
日
（
水
）

～
6
月
26
日
（
金
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

建
築

課
（
☎
37
２
１
７
８
）

耐
震
診
断

耐
震
改
修

補
助
制
度
を
利
用
し
て
︑

　
ぜ
ひ
耐
震
診
断
と
耐
震
改
修
を

市
営
住
宅
団
地 

入
居
者
募
集

団地名 タイプ 募集
戸数 家賃 駐車場

1

坪ケ迫

3K 1 11,800 円
～ 16,500 円

2 台 /1 世帯

2 2DK 1 13,100 円
～ 25,700 円

3 刈敷田 3LDK 1 19,500 円
～ 38,400 円 1 台 /1 世帯

4 山信田 2LDK 1 15,800 円
～ 31,100 円

専用駐車場
有り

5 北高野 2LDK 1 19,700 円
～ 38,600 円

●
申
込
期
間　

4
月
15
日
（
水
） 

～ 

4
月
30
日 （
木
）

●
申
し
込
み
資
格　

次
の
要
件
を

全
て
満
た
す
方

▽
税
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

▽
自
己
名
義
の
居
住
用
建
物
（
共

有
名
義
含
む
） 

が
な
い
こ
と

▽
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

▽
夫
婦
の
場
合
は
、
2
人
と
も
入

居
す
る
こ
と

●
単
身
申
し
込
み
資
格　

単
身
入

居
申
し
込
み
の
方
は
、
右
記
の
申

し
込
み
資
格
に
加
え
、
次
の
い
ず

●募集団地

れ
か
に
該
当
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

▽
満
60
歳
以
上
の
方

▽
入
居
者
ま
た
は
同
居
者
が
身

体
、
知
的
、
精
神
な
ど
の
障
害
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

▽
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

▽
井
戸
端
長
屋
の
入
居
は
、
自
立

し
て
共
同
生
活
を
営
む
こ
と
が
可

能
な
高
齢
者
（
お
お
む
ね
60
歳
以

上
）
世
帯
で
あ
る
こ
と

●
収
入
基
準　

世
帯
に
よ
り
次
の

収
入
基
準
を
満
た
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。

▽
一
般
世
帯
＝
月
額
所
得
が

15
万
8
千
円
以
下
で
あ
る
こ
と

▽
裁
量
世
帯
＝
月
額
所
得
が

21
万
4
千
円
以
下
で
あ
る
こ
と

※
裁
量
世
帯
は
次
の
い
ず
れ
か
に

　

該
当
す
る
世
帯
で
す
。

▽
入
居
者
ま
た
は
同
居
者
が
身

体
、
知
的
、
精
神
な
ど
の
障
害
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
世
帯

▽
入
居
者
が
60
歳
以
上
で
あ
り
、

か
つ
、
同
居
者
が
い
ず
れ
も
60
歳

以
上
ま
た
は
18
歳
未
満
で
あ
る
世

帯▽
同
居
者
に
小
学
校
就
学
前
の
方

が
い
る
世
帯

●
留
意
事
項

▽
集
合
住
宅
お
よ
び
井
戸
端
長
屋

の
駐
車
場
は
、
家
賃
と
は
別
に
1

台
当
た
り
１
、５
０
０
円
の
使
用

料
が
負
担
と
な
り
ま
す
。

▽
修
繕
が
必
要
な
部
屋
は
、
作
業

の
進
行
状
況
に
よ
っ
て
入
居
が
遅

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
入
居
時
に
家
賃
3
カ
月
分
の
敷

金
を
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
入
居
決
定
者
に
は
、
保
証
人

（
1
人
）
が
必
要
で
す
。

◎
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

建
築

課  （
☎
37
２
１
７
９
）

※内装、初期設備などの詳細は、問い合わせください。
※井戸端長屋 ( 馬場野山田、南戸崎、狐穴 ) は、随時募集して
　います。

。
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全
国
市
長
会
会
長
の
動
き

　

立
谷
市
長
は
、
2
0
1
8
年
6
月
、
全
国
市
長
会
の
会
長
に
就
任
し

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
立
谷
市
長
の
全
国
市
長
会
会
長
と
し
て
の
活
動
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

●
活
動
報
告

●
問
い
合
わ
せ
先　

秘
書
課
（
☎

37
２
１
１
５
）

そ
の
19

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
関
す
る
緊
急
提
言

　　

立
谷
市
長
は
3
月
10
日
、
首
相

官
邸
を
訪
れ
菅
義
偉
内
閣
官
房
長

官
と
面
談
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る
緊
急

提
言
を
行
い
ま
し
た
。

　

全
国
市
長
会
か
ら
は
立
谷
市
長

の
ほ
か
、
牧
野
光
朗
同
会
副
会
長

（
長
野
県
飯
田
市
長
）
と
吉
田
信

解
同
会
社
会
文
教
委
員
長
（
埼
玉

県
本
庄
市
長
）
が
同
席
。

　

立
谷
市
長
は
、
2
月
27
日
に
国

か
ら
﹁
全
国
の
小
・
中
学
校
、
高

等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
な
ど
に

お
け
る
一
斉
臨
時
休
業
を
要
請
す

る
方
針
﹂
が
示
さ
れ
て
以
降
、
住

民
と
最
も
近
い
自
治
体
が
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
対
応
す
べ
く
取
り
組

ん
で
お
り
、
こ
の
難
局
を
乗
り
切

る
た
め
次
の
こ
と
を
要
請
し
ま
し

た
。

▽
マ
ス
ク
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液

な
ど
の
生
産
・
供
給
体
制
の
強
化

▽
小
・
中
学
校
一
斉
休
業
に
伴
う

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
の
運
営

に
対
す
る
財
政
支
援

▽
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
体

制
の
確
保

▽
観
光
業
、
飲
食
業
、
旅
館
業
な

ど
を
は
じ
め
、
地
域
の
中
小
事
業

者
（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
も
含
む
）
や

農
業
者
な
ど
へ
の
支
援

　

立
谷
市
長
ら
は
、
総
務
省
や
厚

生
労
働
省
、
文
部
科
学
省
に
も
同

様
の
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

▽
3
月
10
日
︵
火
︶

※口座振替を利用の方は納期限が振替日です。
※コンビニエンスストアでも納付できます。

市税は、子ども・くらし・まちづくりなど、皆さん
の暮らしに結びつくサービスを行うための資源です。市税の 4 月の納期限

4 月 30 日（木）です

市税などは納期限内に納付しましょう
●固定資産税　　　第 1 期

そ
納
付
を

　

お
願
い
し
ま
す

★市税などの納付には便利な口座振替を
　利用ください。

　

国
と
地
方
の
協
議
の
場
（
令
和

元
年
度
臨
時
会
合
）は
3
月
10
日
、

首
相
官
邸
で
開
催
さ
れ
、
立
谷
市

長
が
全
国
市
長
会
会
長
と
し
て
出

席
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
策︵
国
と
地
方
の
協
議
の
場
︶

　

会
議
に
は
国
側
か
ら
安
倍
晋
三

内
閣
総
理
大
臣
、
麻
生
太
郎
副
総

理
・
財
務
大
臣
、
菅
義
偉
内
閣
官

房
長
官
、
高
市
早
苗
総
務
大
臣
、

加
藤
勝
信
厚
生
労
働
大
臣
ら
が
出

席
し
、
地
方
側
か
ら
立
谷
市
長
の

ほ
か
、
飯
泉
嘉
門
全
国
知
事
会
会

長
（
徳
島
県
知
事
）、
荒
木
泰
臣

全
国
町
村
会
会
長
（
熊
本
県
嘉
島

町
長
）
ら
が
出
席
し
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
し

て
協
議
し
ま
し
た
。

　

立
谷
市
長
は
、
以
下
の
内
容
を

要
請
し
ま
し
た
。

▽
一
斉
臨
時
休
業
に
対
し
、
各
自

治
体
が
多
様
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
国
の
適

切
か
つ
、
弾
力
的
な
支
援

▽
全
国
的
に
マ
ス
ク
と
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
液
な
ど
が
不
足
し
て
お

り
、
生
産
、
供
給
体
制
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
特
に
医
療
機
関
や

介
護
施
設
、
教
育
現
場
の
ニ
ー
ズ

に
適
切
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
必

要
数
の
確
保
と
供
給

▽
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
の
運

営
に
関
す
る
経
費
、
学
校
給
食
の

返
金
対
応
に
関
す
る
経
費
、
修
学

旅
行
の
中
止
、
延
期
に
よ
る
キ
ャ

ン
セ
ル
料
な
ど
へ
の
国
の
財
政
措

置▽
公
立
、
公
的
医
療
機
関
に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
患

者
受
け
入
れ
に
よ
る
設
備
導
入
な

ど
に
か
か
る
経
費
や
風
評
被
害
な

ど
に
対
す
る
十
分
な
財
政
措
置

　

安
倍
総
理
大
臣
は
﹁
今
後
も
地

方
の
皆
さ
ん
の
声
に
よ
く
耳
を
傾

け
な
が
ら
、
政
策
を
分
か
り
や
す

く
、
し
っ
か
り
と
発
信
し
て
い
き

た
い
﹂
と
述
べ
ま
し
た
。

◎
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
﹁
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

情
報
﹂
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市ホームページ
　QR コード
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特
別
弔
慰
金
（
記
名
国
債
）
は
、

今
日
の
我
が
国
の
平
和
と
繁
栄
の

礎
と
な
っ
た
戦
没
者
な
ど
の
尊
い

犠
牲
に
思
い
を
致
し
、
国
と
し
て

改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
た
め
、

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
支
給
す
る

も
の
で
す
。

●
対
象
者　

戦
没
者
な
ど
の
死
亡

当
時
の
遺
族
で
、
令
和
2
年
4
月

1
日
（
基
準
日
）
に
お
い
て
、﹁
恩

給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
﹂や﹁
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に

よ
る
遺
族
年
金
﹂
な
ど
を
受
け
る

方
（
戦
没
者
な
ど
の
妻
や
父
母
な

ど
）
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順

番
に
よ
る
先
順
位
の
遺
族
一
人
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
令
和
2
年
4
月
1
日
ま
で
に
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に

よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し

た
方

▽
戦
没
者
な
ど
の
子

▽
戦
没
者
な
ど
の
①
父
母
②
孫
③

祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
、
生

　

計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
な

　

ど
の
要
件
に
よ
り
、
順
番
が
入

　

れ
替
わ
り
ま
す
。

▽
右
記
以
外
の
戦
没
者
な
ど
の
3

親
等
以
内
の
親
族
（
お
い
、
め
い

な
ど
）

※
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
引

　

き
続
き
1
年
以
上
の
生
計
関
係

　

を
有
し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す

●
支
給
内
容　

額
面
25
万
円
（
5

年
償
還
の
記
名
国
債
）

●
請
求
期
限　

令
和
5
年
3
月
31

日
（
金
）

※
期
限
を
過
ぎ
る
と
第
11
回
特
別

　

弔
慰
金
を
受
給
で
き
な
く
な
り

　

ま
す
の
で
、
注
意
く
だ
さ
い
。

●
請
求
先　

市
役
所
1
階
健
康
福

祉
課

※
請
求
者
の
居
住
地
の
市
町
村
が

　

窓
口
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
福
祉
課

（
☎
37
２
１
７
４
）

第
11
回
特
別
弔
慰
金
の
支
給

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
の
方
へ

。

　

適
正
な
計
量
の
実
施
を
確
保
す

る
た
め
、
商
店
、
工
場
、
病
院
、

調
剤
薬
局
、
直
売
所
、
コ
ン
ビ
ニ

お
よ
び
事
業
所
な
ど
で
、
取
引
ま

た
は
証
明
に
使
用
さ
れ
て
い
る
は

か
り
︑
分
銅
お
よ
び
重
り
は
、
2

年
に
1
回
の
定
期
検
査
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
は
、
定
期
検
査
対
象
の
は
か

り
の
事
前
調
査
を
行
い
ま
す
。

※
は
じ
め
て
検
査
を
受
け
る
方
は

　

は
か
り
の
種
類
を
確
認
し
ま
す

　

の
で
、
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
事
前
調
査
・
定
期
検
査
な
ど
の

予
定

▽
事
前
調
査
＝
5
月
～
6
月

▽
所
在
場
所
検
査
＝
8
月
～
10
月

▽
集
合
検
査
＝
9
月
中
旬

◎
詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

商
工
観
光
課

（
☎
37
２
１
５
４
）

は
か
り
の

定
期
検
査

ホーム
ページは
こちら

事
前
調
査
を
行
い
ま
す

　5 月 3 日（日）に開催を予定して
いましたが、新型コロナウイルス感
染症の拡大防止のため、中止します。
●問い合わせ先　須藤マサ子（☎
35-3284）

市民青空
フリーマーケット
中止

●
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
防
災
対

策
室
（
☎
37
２
１
２
１
）

　

市
は
、
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
区

域
や
浸
水
の
深
さ
な
ど
を
示
し
た

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
、
行
政
区
長

を
通
じ
て
4
月
1
日
以
降
、
各
家

庭
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
行
政
区
未
加
入
の
世
帯
や
追
加

　

配
布
を
希
望
の
方
に
は
、
市
役

　

所
3
階
地
域
防
災
対
策
室
お
よ

　

び
各
公
民
館
で
配
布
し
て
い
ま

　

す
。

◎
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し

て
い
ま
す
。

洪水、津波に備える

●
お
詫
び
と
訂
正
　
地
図
上
の
次

の
住
所
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

施設名 誤 正

東部公民館 原釜字北高野 56-1 原釜字北高野 56

日立木小学校 日下石字明神前 14 日下石字神明前 14

中村第一中学校 中村字本町 132 中村字本町 132-1

ハザードマップ

※訂正は、洪水、津波マップ共通です。

市ホームページ
　QR コード

ジオラマの展示
震災前の原釜・尾浜地区を再現

　市は、震災により失われた原
釜・尾浜地区の街並みを後世に
伝えていくために、震災前の街
並みを再現したジオラマ（情景
模型）や記録パネルを、地元住
民の協力により作成しました。
　完成したジオラマなどは、市
伝承鎮魂祈念館に常設展示して
います。
●場所　市伝承鎮魂祈念館（原
釜字大津 270）
※入館料無料。
●問い合わせ先　企画政策課

（☎ 37-2614）
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献血に協力ください

●日時　5 月 12 日（火）13 時 30 分
●場所　市役所 1 階　第 2 委員会室
●問い合わせ先
　教育部総務課（☎ 37-2183）

むし歯予防のポイント
～親子で定期健診～

かかりつけの歯科医院を決め、
定期的に健診を受けましょう。
お子さんはフッ化物塗布、大人
は歯石除去などを受け、親子で
健康な歯を目指しましょう。

保健センター通信
育児に関するＱ＆Ａ

Ｑ . スムーズに話し始められず、言葉が詰まったり同じ音を繰り返したりするので心配です。  
Ａ．

　日時・場所が変更になる場合がありますの
で、傍聴を希望する方は、事前に問い合わせ
ください。

5 月定例教育委員会開催

幼児期のお子さんは、言葉が発達していく過程で言葉に詰まったりすることがあります。一過性で自然に
良くなることが多いので、お子さんに話し方を意識させ過ぎないことが大切です。言い直しをさせたり、

「ゆっくり話してごらん」などと言っていると、話をすることが嫌になったり、気持ちを焦らせて吃音（き
つおん）が強く出たりすることがあります。親はゆっくり話して良いよという表情や態度で関わりましょ
う。保健センターの言語相談会で相談することもできますので、希望の方は連絡ください。

●問い合わせ先　保健センター（☎ 35-4477）

月日 時間 場所

₅ 月 ₂₉ 日 ︵ 金 ︶

₁₀：₀₀～₁₂：₀₀ オリエンタルモーター（株）

₁₃：₃₀～₁₅：₀₀ フジモールド工業（株）

₁₅：₃₀～₁₆：₃₀ 相馬地方広域水道企業団

※採血は医師の診断の上、行います。

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、4 月に延期し
ました。

　市弓道会は、経験者・未経験者を問わず、
受講者を募集します。講習は、受講者の時間
の都合に合わせて行います。
　弓道に興味のある方は、ぜひ申し込みくだ
さい。
●申込期限　4 月 30 日（木）
●講習日　5 月 11 日（月）～ 6 月 7 日（日）
のうち計 8 回程度
●時間　2 時間程度（時間帯は要相談）
●受講料　1,000 円
●場所　スポーツアリーナそうま弓道場
※用具は貸し出します。
●申込・問い合わせ先　市弓道会　東條政良

（☎ 35-0579）

弓道教室
受講者募集

●
期
間
　

5
月
1
日
（
金
）
～
10

月
31
日
（
土
）

●
休
場
日　

毎
週
火
曜
日

●
通
常
利
用
時
間　

▽
9
時
～
12

時
▽
13
時
～
16
時

※
学
校
授
業
の
た
め
利
用
で
き
な

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
利

　

用
前
に
確
認
く
だ
さ
い
。

●
ナ
イ
タ
ー
利
用
時
間　

17
時
～

20
時

※
7
月
18
日
（
土
）
～
8
月
31
日

　
（
月
）
の
期
間
の
み
。

5
月
1
日
︵
金
︶

。

●
利
用
料
金

▽
一
般
＝

200
円

▽
高
校
生
以
下
＝

100
円

※
未
就
学
児
は
無
料
。

●
注
意
事
項

▽
水
泳
キ
ャ
ッ
プ
を
必
ず
着
用

▽
付
き
添
い
の
方
も
水
着
着
用

◎
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
先　

▽
施
設
に
関
す
る
こ
と
＝
生
涯
学

習
課
（
☎
37
２
２
７
８
）

▽
利
用
状
況
に
関
す
る
こ
と
＝
市

民
プ
ー
ル
（
☎
32
０
０
２
１
）

市
民
プ
ー
ル 

オ
ー
プ
ン

3 月の 3 歳児健診

●問い合わせ先　保健センター（☎ 35-4477）
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※診療時間は 9:00 ～ 16:00

休日当番医

※診療時間は 9:00 ～ 16:00

休日歯科当番医

市民会館の催し
月日 時間 行事名 問い合わせ先

5 月 31 日（日） 14:00 総合武道演武会 水島（☎ 35-2568）　詳しくは、問い合わせください。
（3 月 31 日現在）
市民会館（☎ 35-2426）

5 月 1 日～ 5 月 31 日の

※救急医療病院は公立相馬総合病院（☎ 36-5101）
　　　　　　　　　　相馬中央病院（☎ 36-6611）

相馬市内の交通事故発生状況

　相馬地方広域水道企業団の水道水に放射性物質は
検出されていません。
　飲料水として全く問題ありませんので、安心くだ
さい。

「相馬地方広域水道企業団からのお知らせ」

  水道水のモニタリング結果

「ND」は「Not　Detected」の略。
検出限界値 1 ベクレル /kg 以下であることを示します。

●測定機関　
　相馬地方広域水道企業団
●分析装置　
　ゲルマニウム半導体検出器
●検査頻度　週３回

【問い合わせ先】　
相馬地方広域水道企業団
 施設課 （☎ 35-6711）

無
料
法
律
相
談
の
案
内

●
日
時　

▽
5
月
8
日
（
金
）　

▽
13
時
30
分
～
16
時

●
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー（
は
ま
な
す
館
）

※
相
談
を
希
望
す
る
方
は
、
市
社
会
福
祉
協

　

議
会
ま
で
予
約
く
だ
さ
い
。

　

予
約
は
4
月
27
日
（
月
）
か
ら
受
け
付
け

　

ま
す
。

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
36
５
０
３
３
）

検査月日

真野ダムが
水源の水

相馬第１・第 2・第 3・第 5
水源地が水源の水

放射性
ヨウ素

放射性
セシウム

放射性
ヨウ素

放射性
セシウム

3 月 30 日 ND（＜ 1） ND（＜ 1） ND（＜ 1） ND（＜ 1）

3 月 27 日 ND（＜ 1） ND（＜ 1） ND（＜ 1） ND（＜ 1）

3 月 25 日 ND（＜ 1） ND（＜ 1） ND（＜ 1） ND（＜ 1）

発生件数 死者数 傷者数
令和 2 年

3 月 4 0 4

令和 2 年
累計 (A) 20 0 21

平成 31 年
累計 (B) 27 1 33

増減
(A-B) -7 -1 -12

4 月 19 日（日 ) 大 石 医 院 中 村 字 大 町 35-3451

4 月 26 日（日 ) 菅 野 医 院 新地町谷地小屋 63-2388

4 月 29 日（水 ) すぎやまこどもクリニック 大曲字大毛内 26-5111

5 月 3 日（日 ) 阿 部 ク リ ニ ッ ク 中 村 一 丁 目 35-2553

5 月 4 日（月 ) 渡 辺 病 院 新地町駒ヶ嶺 63-2100

5 月 5 日（火 ) 菜のはなこどもクリニック 中 村 字 川 沼 36-8739

5 月 6 日（水 ) 早 川 医 院 中 村 字 泉 町 37-3500

5 月 10 日（日 ) 相 馬 中 央 病 院 沖ノ内三丁目 36-6611

5 月 17 日（日 ) 米 村 胃 腸 科 内 科 医 院 中 村 一 丁 目 35-2880

※開催などが変更になる場合がありますので、確認ください。　

4 月 19 日（日 ) 新 開 歯 科 医 院 中村字多川町 36-3214

4 月 26 日（日 ) 大 町 病 院 南相馬市原町区 24-2333

4 月 29 日（水 ) 山 本 歯 科 医 院 中 野 字 寺 前 35-2853

5 月 3 日（日 ) 板 倉 歯 科 医 院 南相馬市原町区 23-2462

5 月 4 日（月 ) 梶 田 歯 科 医 院 中 村 二 丁 目 36-1551

5 月 5 日（火 ) 山 田 歯 科 医 院 南相馬市原町区 23-2709

5 月 6 日（水 ) 松 永 歯 科 医 院 南相馬市原町区 23-2669

5 月 10 日（日 ) 相 馬 中 央 病 院（ 歯 科 ）沖ノ内三丁目 36-6611

5 月 17 日（日 ) 羽 生 歯 科 医 院 南相馬市原町区 23-3214

※広報そうま 3 月 15 日号に掲載した 4 月 26 日（日）開催予定の「新日本
　舞踊村井流第 43 回発表会」は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止の
　ため中止となりました。

※入館の際は、咳エチケット、手洗いの励行
　などに協力ください。
※入退館時や館内では、来館者同士一定距離
　を保つよう願います。

編集と発行；相馬市情報政策課　〒 976-8601　相馬市中村字北町 63-3　℡ 0244-37-2618　FAX0244-35-4196　　　　
ホームページ https://www.city.soma.fukushima.jp/　E ﾒｰﾙ info@city.soma.fukushima.jp 　印刷；中村印刷㈱

この広報紙はライスインキを使用しています。


